
●三重県林業職員のキャリア紹介

農林水産部 森林・林業分野次長 村上 浩三 入庁３５年目

〇これまでのキャリアを振り返って！

思い出深い仕事は沢山ありますが、一番印象に
残っているのは、３３歳の時に経験した第５回緑の
少年団全国大会です。１５００人規模の式典と５０
０人規模の２泊３日のキャンプを行うもので、自分
が主担当となり、予算作成やイベントの企画・運営、
実行委員会の開催を取り仕切った初めての業務でし
た。大会前は目が回るほど忙しく、連絡ミスがあっ
たり、発注したものと違うものが届くなど、様々な
アクシデントに見舞われましたが、無事終わった時
の達成感は今も忘れられません。この仕事をきっか
けに、企画や段取、交渉や危機管理など、仕事をデ
ザインする力が向上したと感じています。そして何
よりも、周りの人に助けられ、チームで仕事をする
ことの大切さと人への感謝を学んだ仕事でした。

〇今後の抱負は！
・

林業を活性化し、豊かな三重の森林を次世代に引
き継いでいくことが私たちの使命であり、そのため
には、広い視野や新たな視点で政策を立案・実行し
ていくことが求められます。森林・林業行政に携わ
る仲間の実力とモチベーションを高め、少しでも組
織力を向上していきたいと考えています。

●昭和６０年度入庁
●昭和６０年度～昭和６２年度
松阪農林事務所 林政部 林業振興課
担当業務：保安林、造林・間伐事業、種苗など
●昭和６３年度～平成元年度
尾鷲農林水産事務所 林政部 林業振興課
担当業務：県行造林、種苗など
●平成２年度～平成４年度
伊勢農林水産事務所 林政部 林業振興課
担当業務：造林・間伐事業、森林施業計画など
●平成５年度～平成７年度
農林水産部 緑化推進課
担当業務：緑の少年団全国大会、間伐、種苗など
●平成８年度
伊勢農林水産事務所 林政部 林業振興課
担当業務：狩猟・鳥獣保護、森林病害虫防除など
●平成９年度～平成１０年度
尾鷲農林水産事務所 農林業振興グループほか
担当業務：林業構造改善事業、普及など
●平成１１年度～平成１３年度
伊勢農林水産事務所 地域経営グループ
担当業務：農林水産後継者育成、所内企画業務
●平成１４年度～平成１９年度
環境部 政策チーム、森林振興グループほか
担当業務：議会対応、林業関係企画業務ほか
●平成２０年度～平成２２年度
松阪農林事務所 森林保全課 課長
担当業務 治山事業、狩猟、自然公園事業ほか
●平成２３年度
環境森林部 自然環境室 副室長
担当業務 県民税、企業の森ほか
●平成２４年度～平成２５年度
農林水産部 みどり共生推進課 課長補佐
担当業務 県民税、緑化推進ほか
●平成２６年度～平成２８年度
尾鷲農林水産事務所 森林・林業室 室長
●平成３０年度
林業研究所 所長
●令和元年度～ 現職

入庁からのキャリア

〇受験を考えている人にメッセージ！

森林は、おいしい水やきれいな空気など多くの恵
みを与え、洪水や土砂崩れから命を守り、森林の栄
養分は、水を通して農作物や魚を育んでいます。私
たちの仕事は、人々の生活の基盤ともいえる森林を
フィールドとした、大きな意義とやりがいのある仕
事です。林業職員の人材育成方針に沿って研修も充
実しており、皆さんのやりたい仕事をきっと見つけ
ることができます。運が良ければ、海外出張や研修
もあります。ぜひ若い力で三重県の森林・林業を育
んでください。待っています。

※各職員の所属等、掲載内容については、令和元年度時点のものとなります。



尾鷲農林水産事務所 森林・林業室
林業振興課 主幹 野村 久子 入庁２３年目

〇これまでのキャリアを振り返って！

入庁して間もなくから、子育てのため、ずいぶん
長く育児休業を取らせていただきました。子供が小
さい間は、ともすると仕事と育児は「両立」ではな
く「両倒れ」しそうになります。あの大変な日々を
乗り越えられたのは、職場の育児に対する理解と楽
しい同僚たちのおかげです。
今はようやく育児も一段落し、ご迷惑をおかけし
た周りや県に、がんばって少しでもお返ししたいと
いう気持ちでいます。
仕事で最も心に残っているのは林業研究所で森林
利用に関する研究をした時のことです。数字でしか
見ていなかった林業の「生産性」について、実際に
現場で調査し、作業の大変さを実感しました。この
経験は、採算が合わず、継続が難しいこの産業を、
改めて、何とかしたいと思うきっかけとなりました。

〇今後のキャリアの抱負は！

私たち県職員は、すべての県民の利益のために業
務を行っています。それは林業行政についてもしか
りで、森林・林業の活性化は、公益的機能の増進、
地域産業の活性化による税収増加、ひいては公共
サービスの充実につながります。このような大きな
目標に向かって働ける仕事は公務員ならではです。
次世代に良い森林環境を残したい、地域社会に貢
献したい方、育児に理解がある職場で子育てしなが
ら、ぜひ一緒に頑張りましょう。

●平成８年度入庁
●平成８年度～平成１２年度
松阪農林事務所
担当業務：森林計画、県行造林事業など
●平成１３年度～平成１４年度
尾鷲農林水産事務所
担当業務：治山、林道事業
●平成１５年度～平成２３年度
伊勢農林水産事務所
担当業務：治山事業、県行造林事業など
●平成２４年度～平成３０年度
林業研究所
担当業務：森林利用、木材流通に関する研究
●平成３０年度～現在
尾鷲農林水産事務所 森林・林業室 林業振興課
担当業務：林業普及指導員

入庁からのキャリア

〇受験を考えている人にメッセージ！

現在は尾鷲地域で林業普及指導員をしています。
この地域ならではの課題があり、それをどう解決し
ていくか地域の方々と共に考えることは、難しくも
やりがいのある仕事です。県の林業職には様々な側
面から森林・林業にかかわる業務がありますが、ど
の業務にも大小様々な課題があり、それを解決した
いと思う気持ちが大切だと思います。
今後も他地域や様々な側面から、森林・林業にお
ける課題解決のお手伝いをしたいと思っています。

●三重県林業職員のキャリア紹介
※各職員の所属等、掲載内容については、令和元年度時点のものとなります。



熊野農林事務所 森林・林業室
林業振興課 主査 木原 一憲

入庁11年目

〇これまでのキャリアを振り返って！

これまで、色々な部署で働かせてもらいました。
その中でも、新規採用時に担当した県管理の森林の
間伐発注業務の仕事が印象に残っています。先輩職
員と一緒に、現地の周囲測量と標準地調査を１週間
程かけて実施し、その後、発注、契約、現場監督、
立木売り払い、検査などの業務を行いました。この
中で、測量の基本や木材販売の仕組みについて、
しっかりと学ぶことができたと思います。特に、立
木の売り払い時に、木材価格がここまで安いのかと
身をもって感じたことが印象に残っています。

〇今後のキャリアの抱負は！

現在、熊野農林事務所で林業普及指導員として働
いています。業務上、地域の森林関連の仕事をして
いる方々とお話しする機会が多く、製材業の方と仕
事をする中で、木材利用を進めていくためには、木
材の品質等を明確に示すことが重要であると感じて
います。
今後、県産材の需要拡大や木材産業の活性化に寄
与したいと考えており、県産材の部材性能評価、新
たな構造部材の開発及び県産材の特性を生かした加
工・利用技術の開発などに取り組んでいきたいと考
えています。

●平成２１年度入庁
●平成２１年度～平成２２年度
松阪農林商工環境事務所
森林・林業室 森林保全課
担当業務：森林保全に関する業務
●平成２３年度～平成２４年度
熊野農林商工環境事務所
森林・林業室 林業振興課
担当業務：林業振興に関する業務
●平成２５年度～平成２５年度
農林水産部 森林・林業経営課
林業経営・普及班
担当業務：林業振興に関する業務
●平成２６年度～平成２７年度
農林水産部 農林水産財務課 予算班
担当業務：部内予算に関する業務
●平成２８年度～平成２９年度
農林水産部 森林・林業経営課 林業経営班
担当業務：林業振興に関する業務
●平成３０年度～現在
熊野農林事務所 森林・林業室 林業振興課
担当業務：林業普及に関する業務

入庁からのキャリア

〇受験を考えている人にメッセージ！

林業職は、森林や山地の保全・保護、林業振興、
自然環境の保全及び研究など多岐にわたる仕事内容
があり、森林・林業に関わるさまざまな経験ができ
る非常にやりがいのある仕事です。また、大学で学
んだ分野を活かすことも可能ですし、入庁してから
様々な業務を経験し、自分に適した仕事を見つける
こともできます。
三重県には、多様性に富んだ豊かな森林が多くあ
ります。森林や林業に興味があり、三重県の林業を
元気にしていきたいと考えている方と一緒に働けれ
ばと思っています。

余白がある場合は
適当に埋めてくだ
さい。

●三重県林業職員のキャリア紹介
※各職員の所属等、掲載内容については、令和元年度時点のものとなります。


